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2018（平成30）年12月1日号（8）

　正岡子規の業績を受け継ぎ、俳句・短歌の普及を図る「第53回子規顕彰全国俳句大会」が９月23日に、「第36回子規顕彰全国短歌大会」
が10月28日に子規記念博物館で開催されました。全国俳句大会の募集句9,270句、当日句262句のうち、特選49句を、全国短歌大会
は1,331首のうち上位賞、後援賞および特選15首を紹介します。（敬称略）

問 （教）子規記念博物館 ☎931–5566・FAX 934–3416

全国俳句・短歌大会子規顕彰 入賞作品紹介 ※  は複数の選者に選ばれた作品
　（掲載作品以外も含む）

全国俳句大会第53回 全国短歌大会36回第
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